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●「　　　　　　」へご意見・ご感想をお寄せください。
（一財） 北海道開発協会広報研修出版部
〒001－0011
札幌市北区北11条西２丁目セントラル札幌北ビル
電話 011（709）5212　　
e-mail:pr@hkk.or.jp

●「開発こうほう」は、北海道開発協会のホームページでも
　ご覧になれます。

12月 4 日（月）
第13回助成研究発表会
　※詳細は32ページをご覧ください。

12月 6 日（水）
「地域との共生を考える」～北村遊水地事業と地域創生～
　基調講演
　「コモンズとしての北村遊水地」
　　小磯　修二　（環境コモンズ研究会座長）
　地域との共生事例講演
　「知り気づきで深める地域の誇り」
　　平野　義文　氏（岩見沢Civic Pride探求部主宰）
　●場　所　岩見沢市コミュニティプラザ 2 F　多目的ホールA
　●時　間　15:00～17:00
　※参加ご希望の方はお申込みください
　共催／ 国土交通省北海道開発局札幌開発建設部岩見沢河

川事務所、環境コモンズ研究会
　申し込み・問い合わせ先／
　国土交通省北海道開発局札幌開発建設部岩見沢河川事務所
　（担当：菅野、川岸）
　TEL：0126-23-9557　 FAX：0126-25-1697
　E-mail：hkd-sp-koubo@ml.mlit.go.jp

国営滝野すずらん丘陵公園
11月11日（土）～12月22日（金）
滝野スノーワールド開園準備のため休園します。
12月23日（土・祝）～ 3月31日（土）※年末年始も休まず営業
しています。
　滝野スノーワールド
　　 チューブそり、スキースノーシュー、歩くスキーなど、雪遊
びが満喫できます！

　　　●時　間　9:00～16:00
　　　※積雪状況はＨＰをご覧ください。
　12月23日（土・祝）
　スキー学習対策特別レッスン
　　 スキーをまったくしたことのない親子が対象です。 3 学期
に始まるスキー学習に向けて、スキー靴のはき方、選び
方からお教えします。

　　　●参加費　200円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●定　員　50組／回
　　　●会　場　東口休憩所
　　　●時　間　10:30～12:00、14:00～15:30
　　　●対　象　年長～小学生とその保護者
　　　※申し込み：滝野管理センター（011-594-2222）
　12月23日（土・祝）
　冒険遊び場きのたんの森Ｘ’masスペシャル
　　 森の中でかまくらを作ったり、尻すべりをしたり、自由に
遊びます。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●会　場　滝野の森ゾーン（東エリア）
　　　●時　間　12:30～14:30
※ 詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。

12月14日（木）
土研新技術ショーケース2017in札幌
　北海道開発局の講演　11:35～12:00
　「北海道開発局における最近の話題」
　　山越　明博　氏（北海道開発局事業振興部技術管理課長）
　特別講演　13:15～14:15
　「社会インフラのライフサイクルマネジメントと維持管理」
　　横田　　弘　氏（北海道大学大学院工学研究院教授）
　●場　所　札幌市中央区北 4 条西 1丁目　共済ビル 6 F
　●時　間　10:00～17:20
　●参加費　無料
　主催／国立研究開発法人土木研究所
　共催／（一社）建設コンサルタンツ協会北海道支部
　後援／ 国土交通省北海道開発局、北海道、札幌市、（一社）

全国建設業協会、（一社）日本建設業連合会北海道
支部、（一社）全国測量設計業協会連合会

　　問い合わせ先／
　　 国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所寒地技術
推進室

　　TEL：011-590-4046
　　詳細・申し込み／
　　寒地土木研究所
　　HP　http://www.ceri.go.jp/

36 ’17.12

　10月は研究所が関わる手応えのあるイベントが
数件続きました。そのひとつはチカホ（札幌駅前
通地下歩行空間）で10/17～22の期間に実施した「と
かち元気フェア」。国道274号通行止め解除のころ
に合わせた十勝の物産や広域的な取り組みの紹介
など。長い準備期間と大勢の関係者のネットワー
クを何とかうまくつないで、地域情報発信の第1
回目を終えました。ご協力に感謝。
　もう一つは10/21に開催した北海道の地域経済
を考える「経済分析セミナー＆ワークショップ
2017」。道内の5大学 6ゼミの学生約40名が参加し、
4時間近い講義・ワークショップのあとに、交流
を兼ねた情報交換会をしました。何人かと立ち話
をしている間に、正直、今の学生さん達がこれほ
ど熱心に地域課題解決に目を向けているのか、と
驚きました。そしてやはり地元に帰って役立ちた
いという強い願望にも触れました。「将来は暗く
ない」。本当に頑張ってほしいものです。（草苅）

研究所だより




